
 

ＦＤＣは明日１４日から３日間、東京青山・青山ベルコモンズで「第３回ＪＢ（ジョイント・尾

州）０６年春夏東京展」を開催する。展示会には尾州産地のテキスタイルメーカー１５社と１グル

ープ（ＦＤＣ匠ネットワーク）が参加する。展示点数は１５社合計で約１,１５０点、ＦＤＣインデ
ックスコーナーで約１５０点、合わせて約１,３００点。インデックスコーナーはダスティ（埃っぽ
い）、ラフ・ラグジュアリー（豪華な粗野さ）、エアリー（空気のような）、カントリー（田舎）の

４テーマで構成する。なお初日の開始時間は午後１時（２日目以降は午前１０時）から。 
 

今回のポイント 
１、 パリで試し済み素材 
 ＪＢブランド構築事業実行委員会は今年３月、パリのルーヴル美術館で「ＪＢブランド・パリ

展」を開催し、パリを始め欧州のアパレル・ファッション業界で好評を博したが、今回の東京展

にはパリ展参加企業が多数参加する。今回の出展素材はパリ展での出品素材とは異なるものの、

いわば国際舞台で試し済みの企業が新作を披露する。 
２、 ネリーロディ社の指導 
 今回の作品制作に当たってはＦＤＣが提携しているパリのネリーロディ社の国際トレンドに

基づいて参加企業をアドバイスした。各社はこれを基本にそれぞれの“特徴技”を加味した作品

を制作、出展する。従ってオリジナル性が高く競合素材は少ない。 
３、 愛・地球博と連動の素材 
 出展素材は各社のオリジナル性が強いが、ひとつの共通点は開催中の「愛・地球博」のコンセ

プトを反映して環境素材に力点が置かれている点である。具体的にはバンブー、大豆繊維、デニ

ム、イラクサ、綿・麻、紙素材、天然草木染めなどである。 
４、 和素材・高度加工素材 
 上記のほか、越後上布、柿渋染めなど「和」をコンセプトとした素材、箔加工、フロッキー加

工などの高度加工素材も多く出品される。 
５、 サマー獣毛素材 
 今回の展示会には獣毛が春夏物としてデビューする。綿・麻と獣毛の混紡、綿・麻・絹との獣

毛混など新感覚のサマーツイード素材を狙ったものも出品される。 
 

会期中の問い合わせはFDC（０５８６－４６－１３６１）まで。
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第 3回ＪＢ東京展開催 
ＦＤＣは１４日から３日間の会期で、東京北青山・青山ベルコモンズを会場に「第３回ＪＢ（ジ

ョイント・尾州）０６年春夏東京展」が開幕した。展示会には尾州産地のテキスタイルメーカー１

５社と１グループ（ＦＤＣ匠ネットワーク）が参加している。初日の１４日は午後１時の開場とと

もに来場者が訪れ、６時の閉幕まで会場は賑わった。初日の来場者数は名刺・受付ベースで１９７

名だった。なお昨年５月の「第１回ＪＢ春夏東京展」の３日間合計来場者は８８２名だった 
 

オンワード樫山、三陽商会、東京スタイルなど来場 
主な来場アパレルはオンワード樫山、ワールド、三陽商会、東京スタイル、ジュン、オリゾンテ

ィなど総合・レディス関係のほか、ラグラックス信和などメンズアパレルなどで、小売店では伊勢

丹、三越、東武百貨店、ユナイテッドアローズなど有力百貨店、セレクトショップが来場した。ま

たコンバーターでは瀧定大阪、瀧定名古屋、タキヒヨー、モリリン、丸増、三景などが会場を訪れ

た。さらに上海のアパレルの東京オフィスも来場した。 
来場者は今回の第３回ＪＢ東京展について「尾州は秋冬中心型の産地だが、春夏物も充実してい

る」（アパレル）、「商品が垢抜けしていて、魅力を感じる」（アパレル）、「我々は直接的に素材を仕

入れるわけではないが、ファッションにおいて素材の果たす役割は重要。自社企画（ＰＢ）含めて

この目で流れを確かめにきた。新素材も多く、参考になった」（百貨店）と話していた。 
また３月にＪＢブランドのパリ展を開催したこともあり、プレス関係者から「パリ展での出展素

材はどこにあるの」という問い合わせも多かった。この点に関してＦＤＣは「パリ展に出した素材

は、各出展者が一部持ってきているケースもあるが、基本的には新作を展示している。各ブースに

問い合わせて欲しい」とし話していた。 
各社ブースでは終日熱心な商談が繰り広げられたが、特にパリ・ネリーロディ社の指導で構成し

た FDC インデックスコーナーでは、コンセプトパネルをメモしたり、サンプルをリクエストする
来場者が目立った。 

「サンプル請求」は８６％ 
ＦＤＣは会場で来場者アンケートを実施しているが、初日の結果は以下の通り。 
≪総合評価≫       ≪関心のある素材はあったか≫  ≪サンプル請求をしたか≫ 
大変良い   ２２％   あった    １００％      請求した    ８６％

良い     ６７％   無かった     ０％      後からする    ０％

普通     １１％                    しない     １４％

あまり良くない ０％ 
悪い      ０％ 

会期中の問い合わせはＦＤＣ（０５８６－４６－１３６１）まで。 



 
（６月１５日号） 

 

初日のリクエスト１，０７４点 
１４日開幕した「ＪＢ（ジョイント・尾州）東京展」は２日目を迎えた１５日、終日の降雨にも

かかわらず開場の１０時から多数の来場者がつめかけた。個性派アパレルやデザイナー系アパレル

などの新規に加えて前日来場した大手アパレル企業のリピートも多く、各ブースでは熱のこもった

商談が繰り広げられた。初日のサンプルリクエスト数は延べ２４２社から１，０７４点となり、出

展社１社平均（１グループを含む）では１５社から６７点のリクエストとなり、尾州産地の春夏物

が改めて評価される格好になったが、リクエストの４４％はアパレルからだった。見本反請求は９

点だった。なお、２日目の来場者は３２５名となり、初日との合計は５２２名となった。 
 

２日目来場者は３２５名 
２日目の主な来場者は、オンワード樫山、ワールド、三陽商会、レナウン、東京スタイル、イギ

ン、小杉産業、ファイブフォックス、ジュニアー、リオ横山などのほか、デザイナー系アパレル、

個性派アパレル、中堅・中小アパレルなど幅広い層が来場した。商社・コンバーターでは豊島、瀧

定大阪、瀧定名古屋、タキヒヨー、三共生興、ヤギ、田村駒、外村、チクマ、マスダ、ダイショー

ファッションテキスタイルなどに加えて総合商社繊維部門を含め多くの企業が来場、商談を進めた。

海外では中国・南通世普服飾有限公司東京オフィスが来場した。 
来場者が特に関心を示した素材は①環境に優しい素材②春夏のソフトな獣毛混素材③「和テース

ト」の素材④高機能高加工素材などで、特に愛知県で開催中の「愛・地球博」の影響もあってバン

ブーやケナフ、草木染めなどの環境素材に興味を示していた。これらの展示ブースでは絶えること

なく終日商談が続いた。展示方法についても「わかりやすい提案」との評価があった。 
２日目の来場者アンケートの結果は以下の通りであるが、「関心のある素材はありましたか」の

設問に回答者の８２％が「あった」と回答、改めて尾州産地の春夏素材開発の進展を裏付けた。出

展社は「満足する結果。明日の最終日も楽しみだ。」と話していた。 
「関心のある素材があった」８２％ 

FDCは会場で来場者アンケートを実施しているが、２日目の結果は以下の通り。 
≪総合評価≫        ≪関心のある素材はあったか≫ ≪サンプル請求をしたか≫ 
大変良い    ０％    あった     ８２％    請求した  ７０％

良い     ５２％    無かった    １８％    後からする １２％

普通     ４８％                   しない １８％

あまり良くない ０％ 
悪い      ０％ 

会期中の問い合わせはFDC（０５８６－４６－１３６１）まで。
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盛況のうちに閉幕、来場者計は９０６名 
１４日開幕した「ＪＢ（ジョイント・尾州）東京展」は１６日、盛況のうちに閉幕した。３日目

の１６日も開場と同時に多数の来場者が訪れ、各社ブースでは熱心な商談が繰り広げられた。前日

に続いて同じ会社内での口コミもあってか、これまでに来場したアパレル企業の異なるブランド担

当者の来場が目立った。今回のＪＢ東京展の主な特徴は①商談本位の来場者が目立った②大手、総

合に加えてＤＣ（デザイナー・キャラクター）アパレルなど客層が広がった、の２点。これを示す

ように来場者のサンプルリクエスト率は３日目のアンケート調査で６５％と高く、その数は１日

目・延べ２４２社から１，０７４点、２日目・同３３６社から２，１７３点に達した。さらに全サ

ンプルリクエスト数のうち５０％近くがアパレルからだった。（３日間合計は１７日発表します） 
３日間の合計来場者数は９０６名で、昨年６月の第１回展の８８２名を上回った。 

 
ＤＣ系や個性派アパレルも来場 

３日目は、オンワード樫山、ワールド、三陽商会、イトキン、東京スタイル、ラピーヌ、ルック、

イッセイミヤケ、ビギ、トリヰ、ロートレ・アモン、オリゾンティ、トゥモローランド、トミーヒ

ルフィガージャパンなど大手・総合からＤＣ、海外企業ジャパン社、合繊メーカー系までわが国を

代表するアパレルが来場した。出展者は「来場アパレルの広がりに驚いている」、「十分満足できき

る内容。商談をどう詰めていくか、真剣に考え、なんとしても成約に結び付けたい」と話していた。

商社、コンバーターの来場も多く、大手総合商社繊維・アパレル部門、専門商社、服地コンバータ

ーなどが会場を訪れたが、大手コンバーターの中には「尾州産地との取り組みを強化、発展させた

い」とトップクラスが来場し、注目された。さらにはイトーヨーカ堂、ユナイテッドアローズなど

小売店も来場した。異色では化粧品メーカーも訪れた。 
 

「関心のある素材」９２％が「あった」と回答 
ＦＤＣは会場で来場者アンケートを実施しているが、３日目の結果は以下の通り 
≪総合評価≫       ≪関心のある素材はあったか≫   ≪サンプル請求をしたか≫ 
大変良い     ０％    あった    ９２％       請求した   ６５％

良  い    ７２％    無かった    ８％       後からする  ２２％

普  通    ２５％                     しない    １３％

あまり良くない  ３％ 
悪  い     ０％ 



《報道資料》 
（財）一宮地場産業ファッションデザインセンター 

（ＦＤＣ） 
 

 第 3回ＪＢ（ジョイント・尾州）東京展の最終結果 ニュースＮｏ５  

 
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて 6月１４、１５、１６日の 3日間、東京・青山ベルコモンズで開催した、標記イベントの最終
報告を送付いたします。よろしくご配慮下さい。 
 
１、イベント名・対象シーズン 
・「第 3回ＪＢ（ジョイント・尾州）東京展」 
・２００６年春夏向け服地（主に婦人服対象） 
 
２・主催・参加者 
主催・ＦＤＣ、参加社・１５社１グループ 
 
３、展示商品 
・１５社計・約１,１５０点、ＦＤＣインデックスコーナー・１５５点  合計約１,３００点 
 
４、会期中の来場者数と業種 
・９０６名（第１回展＝春夏対象＝８８２名＝２００４年６月開催） 
 
５、会期中の成約（サンプルリクエストとその内訳） 
＜サンプルリクエスト数＞ 
・１５社１グループ計・延べ１,０６１社から５,８６９点（第１回展５,７１７点）  

１社平均・６６社から３６７点 
※なお、この合計にはインデックスコーナーのみに出展した３社のカウントは除かれており、 
実質は６５００点に達しているものと推察される。 
・最大受注者   ６５０点 
 最小受注者   １２３点 
 
＜発注者の内訳＞ 
アパレル  ４４％ 
問屋・商社 ５０％ 
小売店    ４％ 
その他    ２％ 
 

この件に関するお問い合わせはＦＤＣ（０５８６－４３－５７４７）まで。 


